
エ
コツ
金
山

第
一
發
電
所

第
二
發
電
所

第
三
發
電
所

第
四
發
電
所

〇 三
米

樽
前
山

フー
ブ
ン
機

支 笏湖 三井クラブ

綠ヶ岡公園
坊主山公園

ク
レ
ー
ン

サ
ッ
ポ
ロ
行
キ

町

錦多米驛
ムロラン及ハコダテ 岩見澤方面行キ

方面行キ
東末次工場 00

苫毎 m
西 王子製紙株式會社

苫 小牧 工場
王 苫小牧中學

プー
ル

子

王子娛樂場町

表

消防本部 町
帝室林野局 「東の寺!

錦
室每 町

苫小收高女 本
幸 町

西小學校 彌 拓銀 大 苫小牧工業協會グランド 森林事務所 生 町 ミルクブラット
法華寺 町 榮 高

樽前山神社 不動院 女子枝藝學校 線
パター工場喜樂座 町

公會堂 登記所
ブール 元

スター ト場 ■卸費市場

� 中央院 浦河へ至ル

ムロランへ至ル 正光寺

太
平 洋
門 シーサイ ドゴルフリソク

山
手 綠

山線驛 支笏湖行キ
苫小牧驛 沼ノ端聯

DODO
町

王
子
か
ラ
ン
ド

支局郵便局、 警察署一
樓 00000 カフェー街

町
出雲神社 旭

商工會 カトリックダン教會 常設旭舖 東小學校町
簡保 町役場 町成田山

超
水
�

真宗寺漁業組合
農牧知 道銀100000

サッポ ロへ 至ル

忠
魂
碑 妙見庵

町 苫小牧競馬場

000

遊

演 町

シブェ金
山

惠 庭嶽

0000000
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苫小牧市街全景 (昭和51年)〔志方孝之氏蔵〕
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駅裏から見た苫小牧市街地 (昭和50年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕

糸井団地 (昭和49年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕



市営樽前放牧場 (昭和48年) 〔苫小牧市広報課蔵〕

浜弁天の漁場 (昭和48年) 〔堀江敏夫蔵〕



12488

レ
ス
レップ

モ
ーし

東
法
電
子
し

条銀座商店街

一条銀座商店街(昭和49年) 〔苫小牧市広報課蔵〕

市場にて(昭和48年)〔市広報課蔵] 青果市場にて(昭和49年)〔市広報課蔵]

スーパーにて(昭和50年)〔市広報課蔵) デパートにて(昭和48年)〔市広報課蔵]



写
生
中
の
小
学
生
(昭
和
50年
)

10

丸出長

〔苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
蔵
〕

建
設
中
の
苫
小
牧
東
高
校

(昭
和
49年
)
〔堀
江
敏
夫
蔵
〕

〔苫
小
牧
市
広
報
課
蔵
〕

学
校
給
食
(昭
和
50年)



総合体育館とサッカー試合 (昭和50年) 〔苫小牧市広報課蔵〕

ハイランドスケートセンター (昭和50年)〔堀江敏夫蔵〕



1
THE はてなかんは

女子アイスホッケー試合
(昭和51年) 〔堀江敏夫蔵〕

チビッ子アイスホッケー試合
(昭和50年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕

よく河市民スポーツメニュ社

2 〔苫
小
牧
市
史
編
さ
ん
室
蔵
〕

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
大
会
(昭
和
49年
)

〔苫
小
牧
市
広
報
課
蔵
〕

高
校
野
球
大
会
(昭
和
50年)



OFTYRARYA

ウトナイ観光地 (昭和49年)〔苫小牧市広報課蔵〕銀
行

T

〔苫
小
牧
市
広
報
課
蔵
〕

港
ま
つり
(昭
和
48年)

多

セブン
スケートまつり(昭和50年)〔市広報課蔵〕 桜まつり (昭和50年)【南広報課蔵』



樽前山神社まつりのみこし渡し
(昭和50年)〔堀江敏夫蔵]

樽前山神社 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

苫小牧市民会館 (昭和48年)〔苫小牧市史編さん室蔵]



西町汚水処理場 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

勇振川取水場(昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕

〔苫
小
牧
市
広
報
課
蔵
〕

清
掃
セン
タ
ー
(昭
和
50年
)

高丘墓地 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵]

火葬場 (昭和48年)
〔苫小牧市史編さん室蔵〕



未広高層公営住宅 (昭和50年) 〔苫小牧市史編さん室蔵〕

〔苫
小
牧
市
広
報
課
蔵
〕

糸
井
地
区
公
営
住
宅
(昭
和
50年
)

48.7

47-8

〔苫
小
牧
市
広
報
課
蔵
〕

錦
岡
地
区
公
住
宅
住
(昭
和
50年
)



(昭
和
49年
)
〔堀
江
敏
夫
蔵
〕

埋
立
て
の
は
じ
ま
っ
た
佐
羽
内
沼

埋
立
が
進
む
高
丘
奥
地

(昭
和
49年
)
〔堀
江
敏
夫
蔵
〕

静
川
台
地
から
見
た
東
部
勇
払
原
野

(昭
和
49年
)
〔堀
江
敏
夫
蔵
〕



フェリーの入った苫小牧港 (昭和50年) 〔苫小牧市広報課蔵〕

7HR3-35

漁港風景 (昭和50年) 〔市広報課蔵〕 車両船 (昭和48年) 〔堀江敏夫蔵〕

洋紙の積み込み (昭和45年) 〔市広報課蔵〕 石炭埠頭 (昭和50年) 〔市広報課蔵〕



海上から見た苫小牧港 (昭和51年) 〔志方孝之氏蔵〕

苫小牧港と苫小牧市街地 (昭和51年) 〔志方孝之氏蔵〕



例
言

一、
本
史
は
苫
小
牧
市
史
下
巻
と
し
、
上
巻
に
引
き
続
き
、
経
済
史
、
社
会
・
文
化
史
、
交
通
・

通
信
史
、
公
安
・
災
害
史
、
港
湾
・
建
設
史
、
部
落
史
、
の
六
編
か
ら
構
成
し
、
一
部
を
除
き

昭
和
五
十
年
三
月
末
ま
で
の
史
実
を
集
録
、
本
巻
を
も
っ
て
通
史
を
完
了
と
す
る
。

二
、
本
巻
は
苫
小
牧
市
市
史
編
さ
ん
室
の
堀
江
敏
夫
編
集
長
が
主
に
執
筆
、
神
田
正
五
編
さ
ん
員
、

近
江
謙
三
、
金
田
隆
一
、
畑
宮
清
一
郎
、
多
田
犬
一
の
各
調
査
員
が
一
部
執
筆
に
あ
た
り
、
各

原
稿
の
構
成
、
加
筆
、
一
部
削
除
は
編
集
長
、
編
さ
ん
員
が
あ
た
っ
た
。

三
、
漢
字
は
本
文
に
お
い
て
は
当
用
漢
字
を
、
引
用
文
献
に
つ
い
て
は
出
来
る
だ
け
原
文
の
ま
ま

と
し
た
。
な
お
、
専
門
語
、
時
代
用
語
な
ど
は
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
。

四
、
引
用
文
等
は
「
」
で
囲
み
、
あ
る
い
は
や
や
小
さ
な
文
字
を
用
い
て
字
下
げ
を
行
い
、
本

文
と
区
別
し
た
。
ま
た
、
句
読
点
、
濁
点
等
を
付
し
て
読
み
や
す
く
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
。

五
、
引
用
文
、
図
表
、
写
真
に
は
、
そ
の
出
典
、
文
献
名
、
所
有
者
、
年
次
を
表
記
す
る
ほ
か
、

一
部
引
用
、
参
考
文
献
な
ど
に
つ
い
て
は
注
記
を
付
し
た
。

例

言



苫
小
牧
市
史
下
巻

六
、
本
史
本
文
に
集
録
し
た
人
々
は
、
そ
の
性
格
か
ら
す
べ
て
敬
称
を
省
い
た
。

七
、
付
編
部
落
史
に
つ
い
て
は
、
特
異
な
も
の
で
あ
り
、
本
編
と
は
区
別
し
、
そ
の
記
述
を
自
由

に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
編
と
重
複
す
る
点
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
尊
重
し
掲
載
し
た
。

八
、
本
史
本
編
に
つ
い
て
は
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
・
北
海
学
園
大
学
学
長
高
倉
新
一
郎
博
士
に

監
修
を
う
け
た
。

昭
和
五
十
一
年三
月
三
十
一
日

苫
小
牧
市
史
編
集
長

堀
}江
敏

夫



目

次

目

苫
小
牧
市
史

下
巻

次
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苫
小
牧
市
史
下
巻

第
七

編
経

済
史

第
一
章
商
業
と
経
済
の
変
遷

第
一
節

商
業
:

一、
明
治
時
代
の
商
業
・

二
、
大
火
と
商
店
街
の
移
動

三
、
昭
和
恐
慌
と
商
業…

四
、
統
制
経
済
下
の
商
業

五
、
自
由
経
済
下
に
お
け
る
商
業
の
発
達

第
二
節
会
社
と
経
済
団
体
・

一
、
会
社
の
変
遷
・

二
、
消
費
経
済
・

三
、
経
済
団
体・

第
三
節
遊
郭
の
変
遷

一
、
戦
前
の
遊
郭
…

二
、
戦
後
の
遊
郭
・・

第
二
章
金
融
機
関
の
発
達・

第
一
節
銀
行
と
金
融
機
関・

一、
戦
前
に
お
け
る
金
融
機
関
・

222209209209207186186176169146146101926547 35 3535

3

二
、
戦
後
に
お
け
る
金
融
機
関
の
発
達・

20



目

次 第
二
節

質
屋
の
変
遷・

一、
戦
前
に
お
け
る
質
屋
・

二
、
戦
後
に
お
け
る
質
屋
の
発
達

第
八

編
社
会
・
文
化
史

第
一
章

教
育
と
文
化
・・

第
一
節
学
校
教
育

一、
義
務
教
育
制
度
の
変
遷

二、
学
務
委
員
と
教
育
委
員
会
・

三
、
幼
児
教
育
…

四
、
各
小
中
学
校
の
沿
革

苫
小
牧
市
立
苫
小
牧
西
小
学
校

苫
小
牧
町
立
覚
生
尋
常
小
学
校

苫
小
牧
市
立
勇
払
小
学
校…

苫
小
牧
市
立
沼
ノ
端
小
学
校・

苫
小
牧
市
立
植
苗
小
学
校
…

勇
振
簡
易
教
育
所
…

公
立
覚
生
尋
常
小
学
校
所
属
錦
多
峰
特
別
教
授
場

公
立
美
々
尋
常
小
学
校・

苫
小
牧
市
立
静
川
小
学
校

364363361360353346338333324324314301263263263 261 252245245

21



苫
小
牧
市
史
下
巻

苫
小
牧
尋
常
高
等
小
学
校
所
属
遠
浅
特
別
教
授
場・

苫
小
牧
市
立
苫
小
牧
東
小
学
校
…

苫
小
牧
市
立
錦
岡
小
学
校
…

植
苗
尋
常
小
学
校
所
属三
百
万
坪
特
別
教
授
場

苫
小
牧
市
立
樽
前
小
学
校・

苫
小
牧
市
立
柏
原
小
学
校・

苫
小
牧
市
立
丸
山
小
学
校
…

苫
小
牧
市
立
若
草
小
学
校
…

苫
小
牧
市
立
北
光
小
学
校・

苫
小
牧
市
立
綠
小
学
校
..

苫
小
牧
市
立
大
成
小
学
校

苫
小
牧
市
立
清
水
小
学
校・

苫
小
牧
市
立
美
園
小
学
校
…

苫
小
牧
市
立
日
新
小
学
校
…

苫
小
牧
市
立
糸
井
小
学
校
…

苫
小
牧
市
立
苫
小
牧
東
中
学
校

苫
小
牧
市
立
弥
生
中
学
校

苫
小
牧
市
立
勇
払
中
学
校
・

苫
小
牧
市
立
凌
雲
中
学
校
…

苫
小
牧
市
立
植
苗
中
学
校

441437435431427425423420416413409405401398391386385378370369
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目

苫
小
牧
市
立
沼
ノ
端
中
学
校
・

苫
小
牧
市
立
樽
前
中
学
校
:

苫
小
牧
市
立
和
光
中
学
校
・

苫
小
牧
市
立
啓
北
中
学
校
・

苫
小
牧
市
立
光
洋
中
学
校

苫
小
牧
市
立
開
成
中
学
校
・

五
、
中
等
学
校
と
高
等
学
校・

北
海
道
苫
小
牧
工
業
高
等
学
校

北
海
道
苫
小
牧
東
高
等
学
校
・

北
海
道
苫
小
牧
西
高
等
学
校・

北
海
道
苫
小
牧
勇
払
高
等
学
校
(定
時
制
課
程)

北
海
道
苫
小
牧
南
高
等
学
校・

原
学
園
苫
小
牧
中
央
高
等
学
校・

駒
沢
大
学
附
属
苫
小
牧
高
等
学
校

六
、
高
等
専
門
学
校
と
大
学
の
沿
革・・

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校・

苫
小
牧
駒
沢
短
期
大
学

第
二
節
各
種
学
校
と
教
育
関
係
機
関
の
変
遷

一、
戦
前
に
お
け
る
各
種
学
校・

次

二
、
戦
後
に
お
け
る
各
種
学
校・

559540540538360534530527526523511488472463457455452449447443
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苫
小
牧
市
史
下
巻三
、
教
育
関
係
機
関・

第
三
節

社
会
教
育
・・・

一、
戦
前
に
お
け
る
社
会
教
育
団
体・

二
、
戦
前
の
社
会
教
育
施
設
・

三
、
戦
後
に
お
け
る
社
会
教
育…

四
、
社
会
教
育
施
設

第
四
節
文
化
活
動
・・・・

一
、
文
化
・
文
芸
活
動・

二、
文
化
財
・

第
五
節

ス
ポ
ー
ツ
と
報
道
機
関

一、
ス
ケ
ー
ト・

二
、
野
球
・

三
、
柔
道…

四
、
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ…

五、
苫
小
牧
体
育
協
会
と
体
育
施
設・・

六
、
報
道
機
関
・・・・

第
六
節
娯
楽
と
観
光・

一、
劇
場
の
変
遷
・・・・

二、
そ
の
他
の
娯
楽
遊
戯
施
設・

三
、
観
光
・・・

692691685685676671668665659621621617604604589581579575575564
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目

次

第
二
章
社
会
と
宗
教

第
一
節
社
会
と
労
働…

一、
戦
前
に
お
け
る
社
会
福
祉・・

二
、
戦
後
の
社
会
福
祉
行
政
…

三
、
社
会
福
祉
施
設

四
、
社
会
福
祉
団
体
と
町
内
会
。

五
、
労
働:

第
二
節
宗
教
・

一、
序
説
…

二
、
神
社
と
弁
天
社
・
不
動
尊
・・

三
、
寺
院
:

四
、
キ
リ
ス
ト
教
会

五
、
宗
教
団
体
と
教
派
・
神
道
・・

第
三
章

衛
生
と
医
療

第
一
節

衛
生…

一、
衛
生
委
員
と
衛
生
組
合
・

二
、
公
的
ゴ
ミ
処
理
の
変
遷

三
、
墓
地
と
火
葬
場

第
二
節
医
療
機
関
と
施
設

一、
公
立
病
院
の
変
遷
・

921921904878869869869862845824806800800739734726720711711711
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苫
小
牧
市
史
下
巻二
、
各
病
院
・
医
療
機
関
の
沿
革
…

第
九
編
交
通
・
通
信
史

第
一
章

交
通
…

第
一
節
海
上
・
河
川
交
通
・

一
、
河
川
交
通
…

二
、
海
上
交
通
:

第
二
節
陸
上
・
道
路
交
通・

一、
明
治
初
期
の
陸
上
交
通・

二
、
駅
通
制
度
・

三
、
勇
払三
角
測
量
基
点
…

四
、
道
路
整
備
と
自
動
車
の
発
達
…

五
、
戦
前
に
お
け
る
市
街
地
交
通
機
関
・

六、
市
営バ
ス・

七
、
他
のバ
ス
事
業

八
、
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー

九
、
運
送
店
…

一、
炭
砿
鉄
道
と
室
蘭
線

第
三
節

鉄
道・・

二
、
国
有
鉄
道
室
蘭
本
線…
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・

二、
民
間
航
空
の
発
達
・

第
二
章

通
信
…

第
一
節

郵
便
事
業
・

一、
郵
便
取
扱
所

二
、
根
室
路
線
の
開
通
と
苫
小
牧
郵
便
局・

三
、
三
等
郵
便
局
:

四
、
二
等
郵
便
局
と
普
通
郵
便
局
・

第
二
節
電
信
電
話
と
放
送
…

六
、
市
内
各
駅
の
沿
革
…

五
、
苫
小
牧
操
車
場
と
臨
港
鉄
道・

四
、
各
私
設
線
の
国
有
買
収
と
そ
の
後

三
、
王
子
製
紙
の
鉄
道
事
業…

1250123912291229121312111197119111911191118911871187118411771160115511481122

27



苫
小
牧
市
史
下
巻

第
一
〇
編
公
安
・
災
害
史

第
一
章
公
安
・

第
一
節
警
察
・

一、
明
治
初
期
の
警
察
…

二
、
戦
前
に
お
け
る
警
察
署
の
変
遷・

三
、
戦
後
の
警
察
機
構
の
改
革…

第
二
節

消
防
:

一、
消
防
組

二
、
警
防
団

三
、
消
防
団
と
消
防
本
部
・
消
防
署

第
三
節

司
法
・

一、
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、
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検
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三
、
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司
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節
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、
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に
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け
る
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と
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第
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節
気
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災
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そ
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災
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築
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・
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節
苫
小
牧
港
の
修
築
事
業

一
、
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節
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開
港
式
・・

二、
苫
小
牧
港
の
整
備
と
充
実・・

三
、
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、
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第
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と
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・・
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